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 ■コメント： 
 （質問１） 
すべてのリース取引（賃貸借取引）に使用権モデルを適用することは適切とは思われない。

リース取引の中には支払リース料（賃借料）を契約期間にわたって費用として認識する会

計処理、即ち賃貸借処理が適切である取引も多く含まれる。 
（質問２） 
貸手の会計モデルについて、多様なリース取引に対して履行義務アプローチと認識中止ア

プローチのみを適用することは適切とは思われない。賃貸借処理が適切なリース取引もあ

ることを理解して欲しい。 
（質問３） 
借り手については､短期間のリースだけでなく､重要性の乏しいリースについても賃貸借処

理を容認するべきと思われる。 
（質問４） 
確実でなく、解約金の支払義務が生じない期間を見積もって、リース期間を測定し、この

リース期間に基づき算定する額を資産及び負債として認識することは､財務諸表間の比較

可能性が保たれず、恣意性の介在も考えられることから適当とは思われない。 
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